
知楽会◆講演テーマ

講師： 福井 美行（鈴木吟亮）
会員番号１５２６

いまさら何故詩吟なのか？
詩吟の歴史と魅力を探る



自
己
紹
介

講
師
： 
福
井

美
行
（
鈴
木
吟
亮
）

会
員
番
号
１
５
２
６

東
京
理
科
大
学
出
身
。

広
告
代
理
店
勤
務
を
経
て
、
㈱
フ
ー
ム
設

立
。 

２
０
０
８
年
に
は
韓
国
現
地
法
人
の

㈱
フ
ー
ム
コ
リ
ア
設
立
。
日
本
法
人
の
韓

国
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
。
近
年
は
日
韓
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ッ
ク

分
野
で
の
事
業
展
開
を
行
う
。

企
業
経
営
を
し
な
が
ら
家
業
で
あ
る
詩
吟

流
派
「
吟
亮
流
」
の
三
代
宗
家
と
し
て
活

動
。
吟
亮
流
は
創
立
九
十
五
周
年
を
迎
え

る
老
舗
流
派
。 

詩
吟
の
普
及
団
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
理
事
を
兼
務
。 

Ｄ
Ｆ
に
本
年
加
入
。
詩
吟
同
好
会
に
て
活

動
さ
せ
て
い
た
だ
く
。



https://www.youtube.com/watch?v=1HNADpXv3T4

第55回全国吟剣詩舞道大会(日本武道館）
DF詩吟同好会7名出場！

https://www.youtube.com/watch?v=1HNADpXv3T4


本
日
の
お
話

(

1)

詩
吟
の
歴
史
（歴
史
の
中
の
詩
吟
）

①
江
戸
時
代

②
明
治
大
正
時
代

③
戦
前
か
ら
戦
後

(

2)

詩
吟
で
好
ま
れ
る
漢
詩
と
和
歌

(

3)

「デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

お
ま
け

今
日
の
詩
「坂
本
龍
馬
を
思
う
」



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
歴
史
の
中
の
詩
吟
）

詩
吟
の
歴
史
は
、

江
戸
時
代
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。



現代吟詠は江戸の私塾からはスタート！

江戸時代後期、一部の私塾や藩校において漢詩を素読する際に
独特の節を付すことが行われたのが、今日の詩吟の直接のルー
ツです。

特に、日田の咸宜園や江戸の昌平黌において行われて

いた節調が、多数の門人によって日本全国に広められました。

(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
江
戸
時
代
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
江
戸
時
代
）

中江藤樹の「藤樹書院」（諸生と月を見る）

荻生徂徠の「蘐園塾」（夜墨水を下る）

菅茶山の「廉塾」（冬夜書を読む）

広瀬淡窓の「咸宜園」（桂林荘雑詠諸生に示す）

林羅山「昌平黌」（武野の晴月 ）

江戸時代の私塾＝詩吟でよく詠われる詩人が主宰



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
江
戸
時
代
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
江
戸
時
代
）

桂林荘雑詠諸生に示す

道うことを休めよ他郷 苦辛多しと
同袍友有り 自ずから相親しむ
柴扉暁に出ずれば 霜雪の如し
君は川流を汲め 我は薪を拾わん



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
詩
吟
勃
興
の
偉
人
）

清浦奎吾 元内閣総理大臣。  1850年ｰ1942年

江戸時代の漢学塾・咸宜園の詩吟スタイ
ル（淡窓流）を晩年、自身の声でレコー
ドに残し、その精神（温柔敦厚／人柄が
穏やかで優しく、情が深く誠実なこと）
を吟詠家に説いた歴史的な証言者。

明治政府の開明的な法制官僚として法治
国家建設に貢献する一方で、大正デモク
ラシー期において政党政治を軽視する超
然主義を掲げたため、時代の変化と反発
を招いた政治家。



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
詩
吟
勃
興
の
偉
人
）

杉浦重剛 1855年-1924年

杉浦は、東宮御学問所御用掛として進講
していた皇太子（後の昭和天皇）の前で、
雲井竜雄の詩『釈大俊を送る』を詠じた。

志が高くても辛抱する時があり、活躍す
る時をじっと待つ、という教訓を説いた。

このエピソードは、詩吟が精神修養や教
訓の手段として用いられた象徴的な例と
して資料に記録されている。



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（3
つ
の
流
れ
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
3
つ
の
流
れ
）



明治維新で職を失った武士。

剣術を生かした職業として剣舞が発祥。

勇壮かつ重々しい吟法が好まれた。

剣舞劇に合わせた詩吟

漢詩の意味に重点を置いた昌平坂系と
は異なるメリハリ重視の吟詠で、琵琶
吟VS儒教吟とは、別の第3の勢力とな
る。

(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
3
つ
の
流
れ
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
歴
史
の
中
の
詩
吟
）

詩
吟
は
、

明
治
か
ら
戦
前
ま
で

歴
史
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
明
治
大
正
時
代
）



昭和初期

ラジオとレコードの普及で詩吟ブーム！

●大正から昭和初期は、産業革命の影響でラジオや
レコード機が普及。

●各地にラジオ局が開業し、レコード会社も詩吟を
録音し始めることになる。

●その勢いが大学生にも伝搬し、詩吟部が続々と
創部された。

(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
戦
前
／
戦
後
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
戦
前
／
戦
後
）

大学詩吟の隆盛

昭和9年11月、日本学生連盟の結成と、その記念吟詠大会が
渋谷の全国神職会館で行われた。
この連盟は、吟詠報国の誠を致すための団結であった。

参加校

二松学舎、大東文化学院、日本大学、大正大学、早稲田大学、
国学院大学、専修商業、市立二中、早稲田中学、保善商業、
京橋商業、芝中学、府立一商、日本大学中学、大成中学、明
星中学、等。

☆現在は、慶応、早稲田、明治、関西大、岡山大、等、少数
になっている。



政治との関わりが強まる

満州事変を契機として国民精神も張りつめ、欧化主義よりも日本
精神の復興が叫ばれた。

戦争が近づき、軍部の目的意識が根底に働き、詩吟が脚光を浴び、
精神的支柱として志を詩吟に託して吟じ始めた。

当時の詩吟の指導者たちは、積極的に高級将校を詩吟団体の会長
や顧問に依頼。

軍部は詩吟こそ国民精神の作興には不可欠で、
唯一の邦楽であるとして利用奨励し、
両者相寄って詩吟を復興発展せしめた。

(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
戦
前
／
戦
後
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
戦
前
／
戦
後
）



伊
藤
長
四
郎

糟
谷
耕
象

木
村
岳
風

岩
淵
神
風

吉
村
岳
城

 

木
邨
眞
祐

磯
部
賀
堂

山
田
積
善

湯
澤
天
真

鶴
田
旭
窓

雨
宮
國
風

鈴
木
凱
山

小
田
原
國
尊

佐
々
木
孝
吾

家
入
明

渡
辺
緑
村

佐
々
亮
齋

伊
藤
秀
峰

本
間
清
郷

矢
橋

学

宮
崎
喜
太
郎

大
麻
博
之

真
子
西
洲

 

諸
富
一
郎

岡
田
信
蔵

眞
尾
昇
雲

 

鈴
木
吟
亮

大
日
本
吟
詠
聯
盟

理
事

(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
戦
前
／
戦
後
）



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
歴
史
の
中
の
詩
吟
）

詩
吟
は
敗
戦
か
ら
、

大
き
く
変
容
し
て
い
き
ま
し
た
。



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
戦
後
）



(

3)

詩
吟
の
音
楽
的
特
徴

中国から伝搬した文化としての漢詩、そして
平安時代に唐風文化から日本独自の和歌朗詠が生まれた。

詩吟は音であるため、どのように詠われているかは不明・・・。



(

3)

詩
吟
の
音
楽
的
特
徴

中国から伝搬した文化としての漢詩、そして
平安時代に唐風文化から日本独自の和歌朗詠が生まれた。

詩吟は音であるため、どのように詠われているかは不明・・・。

江戸時代
漢詩教育

としての詩吟

伝統音楽からの
系譜

としての詩吟

明治維新で失職した
剣士を救う職業
としての剣舞吟



(

3)

詩
吟
の
音
楽
的
特
徴

中国から伝搬した文化としての漢詩、そして
平安時代に唐風文化から日本独自の和歌朗詠が生まれた。

詩吟は音であるため、どのように詠われているかは不明・・・。

江戸時代
漢詩教育

としての詩吟

伝統音楽からの
系譜

としての詩吟

明治維新で失職した
剣士を救う職業
としての剣舞吟

戦前は政治プロパガンダに利活用された詩吟
（3つの流れが統合）

戦後は女性が中心となって総合芸術になった詩吟



(

3)

詩
吟
の
音
楽
的
特
徴

江戸時代
漢詩教育

としての詩吟

伝統音楽からの
系譜

としての詩吟

明治維新で失職した
剣士を救う職業
としての剣舞吟

中国から伝搬した文化としての漢詩、そして
平安時代に唐風文化から日本独自の和歌朗詠が生まれた。

詩吟は音であるため、どのように詠われているかは不明・・・。

戦前は政治プロパガンダに利活用された詩吟

戦後は女性が中心となって総合芸術になった詩吟

常に歴史の一部として存在してきた詩吟。
歴史の中に生きる人々の心を表現。
詩吟から知ることが出来る歴史。

現在の世界情勢や国内の文化芸術を
映す鏡のような現代の詩吟。

日本財団も注目し、詩吟への助成活動を
60年刊続けている。



(

1)

詩
吟
の
歴
史
（
現
在
）

日本吟剣詩舞振興会が中心となって、若手育成
を主眼とした事業を積極的に展開しています。



(

2)

詩
吟
で
好
ま
れ
る
漢
詩
と
和
歌
10
選



YOUTUBE検索上位から推察する人気吟題

富士山
青葉の笛
涼州詞
静夜思
大楠公
春暁
川中島
春望
江南の春
白虎隊

石川丈山
松口月城
王翰
李白
徳川斉昭
孟浩然
頼山陽
杜甫
杜牧
佐原盛純

傾向：

・女性に人気の抒情的な詩が
多い。

・日本は近代詩、中国は唐詩。

(

2)

詩
吟
で
好
ま
れ
る
漢
詩
と
和
歌
10
選



山部赤人
阿部仲麻呂
若山牧水
若山牧水
本居宣長
石川啄木
平野国臣
明治天皇御製

戦後の女性の詩吟ブームを支えた和歌。

「和歌 田子の浦ゆ」
「和歌 天の原」
「和歌 幾山河」
「和歌 白鳥は」
「和歌 敷島の」
「和歌 ふるさとの」
「和歌 わが胸の」
「和歌 あさみどり」

(

2)

詩
吟
で
好
ま
れ
る
漢
詩
と
和
歌
10
選



富
士
山

石
川
丈
山

仙
客
来
り
遊
ぶ

雲
外
の
嶺

神
龍
栖
み
老
ゆ

洞
中
の
淵

雪
は
紈
素
の
如
く

煙
は
柄
の
如
し 

白
扇
倒
に
懸
か
る

東
海
の
天

青
葉
の
笛

松
口
月
城

一
の
谷
の
軍
営

遂
に
支
え
ず

平
家
の
末
路

人
を
し
て
悲
し
ま
し
む

戦
雲
収
ま
る
処

残
月
有
り

塞
上
笛
は
哀
し

吹
き
し
者
は
誰
ぞ

田
子
の
浦
ゆ

山
部
赤
人

田
子
の
浦
ゆ

う
ち
出
で
て
み
れ
ば

真
白
に
ぞ

富
士
の
高
嶺
に

雪
は
降
り
け
る

田
子
の
浦
ゆ

う
ち
出
で
て
み
れ
ば

真
白
に
ぞ

富
士
の
高
嶺
に

雪
は
降
り
け
る

(

2)

詩
吟
で
好
ま
れ
る
漢
詩
と
和
歌
10
選



(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

新作漢詩
「ディレクトフォース讃歌」

を吟じましょう



(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

詩
吟
（
吟
詠
）
基
礎
知
識

①
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

・
ア
ク
セ
ン
ト
（
頭
高
、
平
板
、
中
高
）

に
基
づ
い
て
メ
ロ
デ
ィ
が
作
ら
れ
て
い
る
。

②
言
葉
と
節
調

・
言
葉
と
言
葉
の
間
が
「
節
調
」

・
「
節
調
」
で
高
音
部
、
中
音
部
、

低
音
部
を
繋
ぐ

③
音
階

・
「
ミ
フ
ァ
ラ
シ
ド
」
の
み

・
「
ミ
」
が
基
音

④
詩
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
自
分
の
心
で

詠
う
。
上
手
下
手
は
そ
の
次
！



(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

英
知
継
承

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の

事
業
や
理
念
を
元
に

七
言
絶
句
の
タ
イ
ト
ル
を

生
成
し
て
く
だ
さ
い



(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

英
知
継
笑

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の

事
業
や
理
念
を
元
に

七
言
絶
句
の
タ
イ
ト
ル
を

生
成
し
て
く
だ
さ
い



(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
賛
歌

英
知
継
笑
の
詞

尽
き
せ
ぬ
探
求

知
識
を
湛
え
る

学
ぶ
姿
は  

永
遠
に
若
立
つ

清
き
流
れ
は

社
会
に
巡
り

真
の
貢
献

笑
顔
に
昇
華
す

英
知
継
笑
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

七
権
絶
句
を
生
成
し
て
く
だ
さ
い



(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露

つ                         

た
ん
き
ゅ
う

  

ち 

し
き

 
た
た

ま
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が
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え
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え
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わ
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し
ゃ
か
い

め
ぐ

し
ん

こ
う
け
ん

え
が
お

し
ょ
う
か

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
賛
歌

英
知
継
笑
の
詞

尽
き
せ
ぬ  

探
求

知
識
を  
湛
え
る

学
ぶ 

姿
は  

永
遠
に  

若
立
つ

清
き  

流
れ
は

社
会
に 

巡
り

真
の 

貢
献

笑
顔
に  

昇
華
す

高
音
部

低
音
部



マスター タイトルの書式設定

• マスター テキストの書式設定
• 第 2 レベル

• 第 3 レベル

• 第 4 レベル

• 第 5 レベル
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(

4)

「
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
讃
歌
」披
露



幕
府
の
力
も
落
ち
て
今
に
も
国
運
が
傾
こ
う
と
し
て
い
る
時
、

土
佐
の
坂
本
龍
馬
が
、
新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
、
大
政
奉
還

を
推
進
す
べ
く
京
都
を
駆
け
巡
っ
た
。

だ
が
あ
る
夜
、
荒
れ
狂
う
風
が
大
樹
を
吹
き
折
る
よ
う
に
、

龍
馬
は
明
治
維
新
を
見
る
こ
と
な
く
凶
刃
に
倒
れ
た
。

そ
の
後
、
維
新
の
大
業
が
成
っ
た
の
は
、

龍
馬
の
命
を
賭
け
た
働
き
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ
る
。

１
８
６
７
年
１
２
月
1

０
日

近
江
屋
事
件

お
ま
け
：
今
日
の
詩
「
坂
本
龍
馬
を
思
う
」
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